
 

 

 

 

            
                                      学校では、昨年度 2 学期末より、子どもたちに一人

一台のタブレットが配付され、今では、ランドセルに

タブレットが入っている生活が当たり前になってきて

います。 

  教師は、わかる・できる授業づくりのため、教科学習や総合的な学習の時間・特別活動など、い 

 ろいろな学習の機会を通して、タブレットを効率よく活用しながら、子どもたちの学びを広めそし 

 て深めていきたいと考えています。また、タブレットは、学校の学びと家庭での学びを連続してい 

 くためにも大いに役立つ道具であると思います。 

しかし、便利になっていくその裏側では、危うさもあります。 

下記の標語は、昨年度発表された、情報通信における安心安全推進協議会主催、総務省、文部科

学省、警察庁後援、『2020 年度 情報通信の安心安全な利用のための標語』受賞作品です。                                          

  ☆総務大臣賞  学校部門：  前向きな 優しい言葉に 「いいね」したい 

                                 （北海道石狩南高等学校／北海道） 

          個人部門：  ゲームだめ スマホ見ながら 親は言う 

                                （鈴木 奈保子さん／静岡県） 

  ☆協議会長賞  児童部門：  送ったら 消しても消しても 消えないよ 

                                          （土井 幹斗さん／小学生／北海道） 

          生徒部門：  見極めて その情報の フェイクとファクト 

                         （根木 優奈さん／中学生（応募時）／北海道） 

             一般部門：  はずさない 親子のきずな フィルタリング 

                                （楢原 毅さん／東京都） 

  ☆ＰＴＡ関連賞 日本 PTA 賞： 決めようよ メディアの時間と お手伝い 

                                              （瀬川 彩心さん／徳島県） 

          日本 PTA 賞： あったかい 言葉広がる ネットがいい 

                                              （逸見 早紀さん／兵庫県） 

  ☆ネット社会の健全な発展に向けた連絡協議会特別賞     

         児童生徒部門： いいね数 ほんとにそれが 君の価値？ 

            （橋本 恵里花さん／兵庫県） 

                       一般部門： 使い方 ネットの善悪 キミ次第  （前川 由美さん／東京都） 

   いかがでしたでしょうか？ 

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（Ｓocial Ｎetworking Ｓervice：ＳＮＳ：インタ

ーネット上の交流を通して社会的ネットワークを構築するサービスのこと）の普及は、目覚しいも

のがあります。ブログ・電子掲示板・Facebook・LINE 等々、サービスの内容も様々です。 

ＳＮＳの良さと課題をぜひ各ご家庭で話し合っていただき、安心安全な情報通信の活用のありか

たを学校とご家庭と共に考えていけたらと思います。子どもたちの心身の健やかな成長のために！

【注意：一人一台に配付されたタブレットは、枚方市教育委員会より貸与されたものです。先生の 

   指示をよく聞いて、自分自身の学びのために使用するようにしてください。】 
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